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策1図環太平洋クオドラント地図の範囲5つのクオドラント

はそれぞれ重複しその縮尺は1千万分の1全城図の縮尺

は2千万分の1
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第2図環太平洋北酉クオドラント地理図および基本図の範囲(AB等の区

画は等深線を描くために使用した資料の出所を示す記号)

環太平洋地図シリｰズ

海タド地質調査協力室

この地図シリｰズを作成するために環太平洋エネノレギ

ｰ鉱物資源理事会の事業の1つとして環太平洋マップ

プロジェクトの組織が!973年2月に発足した.この

プロジェクトは太平洋に関係する地球科学者ゐ協力に

より太平洋の海底および隣接陸域の地質および地下資

源に関する情報を編集し各種の地図にまとめるため組

織された.作業を容易にするため環太平洋を第1図に

示すように北東北酉南東南西および南極の5つ

のクオドラントに分けそれぞれにパネル議長をおき

これを総議長(米国地質調査所国際地質部長)が総括し

ている.地図シリｰズに含まれる地図の種類は前述

の5つのクオドラントのそれぞれについて地理図地

質図地質構造図エネルギｰ資源図および鉱物資源図

の5種類の地図で1千万分の1の縮尺で作成される.

このほか地球物理図の作成環太平洋全域をカバｰす

る縮尺2千万分の1の各種地図の作成も検討されている.

地理図133x102c㎜縮尺1千万分の1ランベルト

等積投影法陸域には1,000m毎の等高線が入り1,000

m以下については200mの等高線が入っている.海域

には2,000m毎の等深線が入り2,000m以下については

200mの等深線が入っている.一般の地理図にみられ

るようにこれら等高線および等深線にしたがって彩色

がほどこされさらに水系地名国境線および10度

毎の経度緯度が記入されている.

基本図133×102cm縮尺1千万分の1ランヘノレト

等積投影法.等高線および等深線は地理図と同様で薄

青色で記入されほかに海岸線水系および2度毎の経

度緯度が黒色で示されている.

これらの地図は米国地質調査所で編集され米国石油

地質学会の特別出版物として販売されている.

(わが国では地学文献センタｰ

が取次販売をする予定である)

〔(0423)62-5050〕

基礎になる地図はランヘノレト等積法により5つのクオ

ドラントの範囲は互に重なり合うよう定められている.

最近この地図シリｰズの中で地理図と基本図が印刷出版

され一般に販売されるようになったのでその概要を説

明する.5つのクオドラント地図と全域図の内北酉

北東および南東の3つのクオドラントについて多色刷

の地理図と2色刷の基本図が印刷出版された.
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